
４．火 災 の 実 態 

１ 火災の概要 

  令和３年中の火災は、出火件数１，７２９件、損害額２，９３０，００１千円、死者数７４人、    

建物焼損床面積３５，３６６㎡、建物焼損表面積５,３６６㎡、林野焼損面積８２６a、焼損棟数 

１,３４０棟、り災世帯数８４９世帯、り災人員１，８２７人となった。前年と比較した火災の状況

は次のとおりである。 

  なお、令和３年中の火災の発生を一日当たりでみると、出火件数 約４．７件、損害額       

約８，０２７千円、死者数 約０．２人、建物焼損床面積 約９６．９㎡、建物焼損表面積       

約１４．７㎡、林野焼損面積 約２．３ａ、焼損棟数 約３．７棟、り災世帯数 約２．３世帯、      

り災人員 約５．０人である。 

 

区 分 
令和３年 

○Ａ  

令和２年 

○Ｂ  

対前年増減数 

○Ｃ＝○Ａ－○Ｂ  

増減率 

○Ｃ  

○Ｂ  

出火件数 1,729 1,654 75 4.5 

建物火災            

林野火災 

902 

80 

860 

77 

42 

3 

4.9 

3.9 

車両火災 

船舶火災 

148 

2 

140 

3 

8 

 -1 

5.7 

-33.3 

航空機火災 

その他火災 

0 

597 

0 

574 

－ 

23 

－ 

4.0 

焼損棟数 

り災世帯数 

り災人員（人） 

1,340 

849 

1,827 

1,234 

838 

1,801 

106 

11 

26 

8.6 

1.3 

1.4 

焼損面積 

建物床面積（㎡） 

建物表面積（㎡） 

林野（ａ） 

 

35,366 

5,366 

826 

 

50,910 

4,908 

682 

 

-15,544 

458 

144 

 

-30.5 

9.3 

21.1 

損害額（千円） 2,930,001 5,124,695 -2,194,694 -42.8 

建物火災            

林野火災 

2,701,470 

1,123 

4,898,775 

2,495 

-2,197,305 

-1,372 

-44.9 

-55.0 

車両火災 

船舶火災 

124,254 

172 

95,630 

6,413 

28,624 

-6,241 

29.9 

-97.3 

航空機火災 

その他火災 

0 

102,857 

0 

116,809 

- 

-13,952 

－ 

-11.9 

爆発 125 4,573 -4,448 -97.3 

死者  （人） 

負傷者 （人） 

74 

259 

60 

253 

 14 

6 

23.3 

2.4 

 

（注）ア 建物火災とは、建物又はその収容物が焼損した火災をいう。 

   イ 林野火災とは、森林、原野又は牧野が焼損した火災をいう。 

   ウ 車両火災とは、原動機によって運行することができる車両及び被けん引車又はこれらの積載

物が焼損した火災をいう。 

×100（％） 



    

エ 船舶火災とは、船舶又はその積載物が焼損した火災をいう。 

   オ 航空機火災とは、航空機又はその積載物が焼損した火災をいう。 

   カ その他の火災とは、アからオまでに掲げる火災以外の火災をいう。 

   キ 爆発とは、人の意図に反して発生し又は拡大した爆発現象をいう。 

 

２ 出火件数 

（１）総出火件数は、１，７２９件で前年と比べて７５件増加している。これを火災種別でみると、次

のとおりである。 

 

種別 

年 
総出火件数 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 

令和３年 
1,729件 

（100.0％） 

902件 

（52.2％） 

80件 

（4.6％） 

148件 

（8.6％） 

2件 

（0.1％） 

0件 

（0.0％） 

597件 

（34.5％） 

令和２年 
1,654件 

（100.0％） 

860件 

（52.0％） 

77件 

（4.7％） 

140件 

（8.4％） 

3件 

（0.2％） 

0件 

（0.0％） 

574件 

（34.7％） 

 

（２）月別出火件数 

   月別出火件数は、次のとおりである。火災は、１２月から２月にかけて多く発生する傾向がある。 

 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

出火件数 220 293 153 153 109 128 123 113 78 103 121 135 1,729 

 

（３）出火率 

出火率（人口１万人当たりの出火件数）は、県平均 約２．７５件となっている。 

 

３ 損害額 

  火災による損害額は２，９３０，００１千円で、前年比２，１９４，６９４千円（４２．８％）減

少した。また、１日当たりでは 約８，０２７千円（前年 約１４，０４０千円）、１件当たりでは        

約１，６９５円（前年 約３，０９８千円）となっている。 

 

４ 出火原因 

  出火原因別火災発生件数は、次のとおりである。 

 

総出火件数 放火・放火の疑い たばこ こんろ たき火 火入れ その他 

1,729件 

（100.0％） 

242件 

（14.1％） 

151件 

（8.7％） 

114件 

（6.6％） 

153件 

（8.8％） 

94件 

（5.4％） 

975件 

（56.4） 

※その他には、上記以外の出火原因２１区分及び不明・調査中を含む 

 

５ 死傷者の実態 

（１）死傷者数 

火災による死者は７４人、負傷者は２５９人で、前年に比べて死者は１４人増加（前年比２３．

３％増）し、負傷者は６人増加（前年比２．４％増）した。 

 

 



（２）火災種別にみる死傷者数 

火災種別ごとの死傷者発生状況は、次のとおりである。 

 

火災種別 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 合計 

死者数 
61 

（82.4％） 

0 

（0.0％） 

4 

（5.4％） 

0 

（0.0％） 

0 

（0.0％） 

9 

（12.2％） 

74 

（100.0％） 

負傷者数 
214 

（82.6％） 

2 

（0.8％） 

13 

（5.0％） 

2 

（0.8％） 

0 

（0.0％） 

28 

（10.8％） 

259 

（100.0％） 

 

（３）月別の死傷者数 

月別死傷者数は、次のとおりである。死傷者は、１２月から４月にかけて多く発生する傾向が 

ある。 

 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 

死者数 14 9 3 7 4 6 3 2 2 7 8 9 74 

負傷者数 31 39 27 23 23 16 15 11 17 19 13 25 259 

 

（４）年齢層別の死者数 

   年齢層別死者数は次のとおりであり、６１歳以上が全体の約７割を占めている。 

 

区分 
0歳～ 

20歳 

21歳～

30歳 

31歳～

40歳 

41歳～

50歳 

51歳～

60歳 

61歳～

70歳 

71歳 

以上 
不明 合計 

死者数 
0 

0.0％ 

3 

4.0％ 

5 

6.8％ 

2 

2.7％ 

9 

12.2％ 

12 

16.2％ 

40 

54.1％ 

3 

4.0％ 

74 

100.0％ 

 

（５）死因別死者数 

   死因別死者数は次のとおりであり、死者は、一酸化炭素中毒・窒息で多く死亡している。 

 

区分 
一酸化炭素  

中毒・窒息 
火傷 打撲・骨折等 自殺 その他・不明 合計 

死者数 
22 

29.7％ 

21 

28.4％ 

0 

0.0％ 

16 

21.6％ 

15 

20.3％ 

74 

100.0％ 

   


